
リニューアルした笠間駅舎

左から角
かく

田
た

さん、今泉教育長、川又さん

表彰状を手にする本川さん

左から親方夫妻、玉金剛さん、ご両親

左から山口市長、水上さん
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　鉄道利用者の利便性向上や本市観光と地域活性化を図ることを目的と

して、東日本旅客鉄道株式会社水戸支社（JR東日本）は、JR笠間駅のリ

ニューアル工事を実施しました。

　笠間稲荷神社拝殿の「笠間朱色」を基調とした玄関部の改装など、外

装を一新。駅舎内は、待合室に展示棚、写真等展示カウンター、掲示

板、パンフレット置場など市の魅力発信を行うことができる設備が整備

されました。また、待合室入口にはテレビモニターが配置され、映像に

よるPRも可能となっています。

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の防止と更生についての理解を

深め、明るい社会を築こうとする全国的な運動です。このほど、全国の小・

中学生を対象とした「社会を明るくする運動」作文コンテストが行われ、中

学生の部において、友部第二中学校の本川ななほさん（平成28年度2年生）

の作文「周りの環境」が優秀賞（全国保護司連盟理事長賞）を受賞しまし

た。

　大阪で行われた大相撲三月場所で、友部中学校出身の三段目、玉金剛

（本名木
こ

暮
ぐ れ

拓
た く

磨
ま

さん、片
か た

男
お

波
な み

部屋）が、7戦全勝で初優勝を飾りました。

　山口市長は「横綱稀勢の里の誕生に続き、玉金剛さんが優勝したこと

はとても喜ばしいこと。郷土の誇りで嬉しく思っています。まだ21歳

と若く前途有望であり、今後も関取昇進を目指して、大きく飛躍してく

れるよう応援していきます」と話しました。

　市内の新小学1年生632名に対し、子ども

たちを守る地域貢献活動の一環として、常陽

銀行友部支店長の水
み ず

上
か み

浩
ひろし

さんから防犯ブザー

が山口市長に、同じくJA常陸理事統括部長

の川
か わ

又
ま た

美
み

智
ち

子
こ

さんから、交通事故防止を目的

に黄色い通学帽（昭和51年から毎年実施）

が今泉教育長に寄贈されました。

　水上支店長は「子どもたちが安心して通学

できるように、地域の健やかな未来のために

役立ててほしい」川又理事統括部長からは「鮮やかな黄色はとても目立つので、ドライバーに子どもの存在を知ら

せることができる。子どもたちの安全を皆で守りたい」とそれぞれ話されました。

　また、ランドセルカバーが笠間地区交通安全協会、黄色い傘が笠間市交通安全母の会より贈呈されました。

　今後もJR東日本水戸支社と市が連携し、鉄道利用者の皆さんに快適な空間を提供するとともに、市の魅力発信

を笠間駅からも行っていきます。

JR笠間駅リニューアルしました

県立笠間陶芸大学校で入学式

第66回「社会を明るくする運動」作文コンテスト
本
も と

川
か わ

ななほさん（友部第二中）が受賞

笠間市出身力士 三段目、玉
た ま

金
こ ん

剛
ご う

が
三月場所優勝

新1年生の安全・安心を願って



まちの話題

見事金賞に輝いた武内さん

（左から）広
ひろ

瀬
せ

寿
とし

雄
お

下野市長、山口市長

野球部の皆さん（前列中央　藤田さん）

新入生代表で宣誓を行った井上さん（中央）
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　東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会主催の「小・中学生ポス

ター募集企画」で、笠間中学校3年生の武内あいのさんの作品が、見事金賞を受賞

し、3月31日（金）東京都内で表彰式が行われました。

　この企画は2020東京オリンピックへの関心などを高めてもらうことが目的。ポ

スターの応募総数は26,292点あり、その内優秀作品50点（金賞5点、銀賞4点、銅

賞3点、入賞3点、その他優秀作品35点）が選ばれ、竹内さんは栄えある金賞に輝

きました。表彰式の様子や武内さんの作品・コメントは、「東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会組織委員会」のホームページで見ることができます。

　笠間市は、東海原発から半径30km圏内の緊急防護措置区域

（UPZ）に市の一部が含まれることから、原子力災害が発生し

た際、市民の皆さんが避難する受け入れ先として、山口市長が

3月21日（火）、栃木県小山市、真岡市、下野市、上三川町、壬

生町を訪問し、各市町と広域避難協定の調印式を行いました。

　今回の協定は基本的な取り決めとなりますが、今年度中に計

画策定を目指し、具体的な事柄について取り組んでいきます。

　春季高校野球茨城大会水戸地区予選会1回戦で、水戸桜ノ牧高校

常北校を相手に、笠間高校3年の藤
ふ じ

田
た

彪
ひょう

吾
ご

投手が茨城県の奪三振記

録を塗り替え、新記録を達成しました。

　これまでの県の記録は、1964年夏の大会で出された1試合22奪

三振でしたが、今回は、4奪三振上回る1試合毎回の26奪三振を

奪ったものです。

　藤田投手は、今回の記録に対し「驚いたと同時に、とても嬉し

　4月7日（金）、昨年4月に開校した県立笠間陶芸大学校

で、2期生（陶芸学科10名・研究科3名）の入学式が挙行

されました。

　式典では、橋本知事や山口市長などが参列しました。新

入生を代表して井
い の

上
う え

耕
こ う

佑
す け

さんが宣誓を行い、「オリジナリ

ティーあふれる作品を作って、笠間焼をＰＲしていきた

い」と決意を話してくれました。

かったです」と笑顔がはじけ、監督の佐藤先生は「これから夏の大会を迎えるので、ひとつでも多く勝てるように

チーム一丸となってがんばっていきます」と話しました。

　これからも笠間高校野球部の活躍を期待し応援していきます。

　大学校では、日本各地から集まった陶芸家を志す学生が、多様な技法やモノづくりの姿勢、表現方法などを学

び、陶芸産地の次代を担う人材育成を行っていきます。

1試合26奪三振！ 53年ぶりの新記録

県立笠間陶芸大学校で入学式

武
た け

内
う ち

あいのさん（笠間中3年）　
東京五輪のポスターコンクールで金賞！

栃木県3市2町と広域避難協定結ぶ


